
 

329 

22 

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会 

 

【第217回国会】 

（1）委員（25人） 

委員長 牧   義夫君 立憲  
理 事 石橋 林太郎君 自民 理 事 黄川田 仁志君 自民 
理 事 星野  剛士君 自民 理 事 有田  芳生君 立憲 
理 事 下   みつ君 立憲 理 事 藤岡 たかお君 立憲 
理 事 和田 有一朗君 維新 理 事 向山  好一君 国民 
 大空  幸星君 自民  寺田   稔君 自民 
 西村  康稔君 自民  深澤  陽一君 自民 
 福田  達夫君 自民  福原  淳嗣君 自民 
 松野  博一君 自民  三谷  英弘君 自民 
 小熊  慎司君 立憲  篠原   豪君 立憲 
 原口  一博君 立憲  太   栄志君 立憲 
 西田   薫君 維新  岸田  光広君 国民 
 濵地  雅一君 公明  上村  英明君 れ新 

 

（2）設置の目的  

北朝鮮による拉致等に関する諸問題を調査し、その対策樹立に資するため 

 

（3）議案  

付託された議案はなかった。 

 

（4）国政調査  

国政調査では、質疑が行われた。主な質疑内容は、次のとおりである。 

 

○ 主な質疑内容 

・ 拉致問題解決に向けた石破内閣の基本姿勢 

・ 拉致問題解決のため、日朝首脳会談の実現に向けた取組を行う必要性 

・ 大阪・関西万博開催期間の拉致問題国際広報について、平和と人権のテーマウィー

クの期間中に会場内で拉致問題啓発活動を実施する必要性 

・ 令和５年の警察庁の統計による９歳以下の行方不明者1,115人のうち所在確認等が

できた人数 

・ 朝鮮学校が高等学校等就学支援金制度の対象とされていない件について、拉致と学

校教育は別問題として取り扱うべきという意見に対する拉致問題担当大臣の見解 

・ 学校教育における拉致問題について、教員養成課程及び学校の現場での取扱い 

・ 政府の北朝鮮向けラジオ放送「ふるさとの風」の委託放送について、委託される特

定失踪者問題調査会が北朝鮮向けラジオ放送を安定的に運用できるよう、放送費用の

上昇に対応した予算措置を講じる必要性 

 

22 北朝鮮による拉致問題等に関する特別委員会 
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【第218回国会】 

（1）委員（25人） 

委員長 牧   義夫君 立憲  
理 事 石橋 林太郎君 自民 理 事 黄川田 仁志君 自民 
理 事 星野  剛士君 自民 理 事 有田  芳生君 立憲 
理 事 下   みつ君 立憲 理 事 藤岡 たかお君 立憲 
理 事 和田 有一朗君 維新 理 事 向山  好一君 国民 
 大空  幸星君 自民  寺田   稔君 自民 
 西村  康稔君 自民  深澤  陽一君 自民 
 福田  達夫君 自民  福原  淳嗣君 自民 
 松野  博一君 自民  三谷  英弘君 自民 
 小熊  慎司君 立憲  篠原   豪君 立憲 
 原口  一博君 立憲  太   栄志君 立憲 
 西田   薫君 維新  岸田  光広君 国民 
 濵地  雅一君 公明  上村  英明君 れ新 

 

（2）設置の目的  

北朝鮮による拉致等に関する諸問題を調査し、その対策樹立に資するため 

 

（3）議案  

付託された議案はなかった。 
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【第219回国会】 

（1）委員（25人） 

委員長 小宮山 泰子君 立憲  
理 事 坂井   学君 自民 理 事 髙木   啓君 自民 
理 事 福田  達夫君 自民 理 事 下   みつ君 立憲 
理 事 藤岡 たかお君 立憲 理 事 牧   義夫君 立憲 
理 事 東    徹君 維新 理 事 岸田  光広君 国民 
 石橋 林太郎君 自民  土田   慎君 自民 
 寺田   稔君 自民  中曽根 康隆君 自民 
 西村  康稔君 自民  福原  淳嗣君 自民 
 松野  博一君 自民  若山  慎司君 自民 
 有田  芳生君 立憲  源馬 謙太郎君 立憲 
 西村 智奈美君 立憲  平岡  秀夫君 立憲 
 阿部   司君 維新  深作 ヘスス君 国民 
 中川  宏昌君 公明  上村  英明君 れ新 

 

（2）設置の目的  

北朝鮮による拉致等に関する諸問題を調査し、その対策樹立に資するため 

 

（3）議案  

付託された議案はなかった。 

 

（4）国政調査  

国政調査では、質疑が行われた。主な質疑内容は、次のとおりである。 

 

○ 主な質疑内容 

・ アニメ「めぐみ」の全国の学校への配付時期及び配付方法並びにそれを使用した拉

致問題に関する授業の実施状況 

・ 高市内閣総理大臣が北朝鮮側へ伝えたとする日朝首脳会談申入れの時期、ルート及

び条件 

・ 拉致問題解決に向けて田中実さんの事情聴取を行うために政府が担当者を平壌に派

遣する必要性 

・ 日本政府が米国政府に求める拉致問題解決のための措置の内容 

・ サイバー捜査能力を強化し、日本から北朝鮮への資金流出を摘発する必要性 

・ 国際社会と緊密に連携し、北朝鮮に対する戦略を強化する必要性 

・ 拉致、核、ミサイルのパッケージ論にこだわらず、拉致問題を最優先に対応する必

要性 

 

 

 




